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平成２４年６月２８日（木）
愛知県農林水産部 農林基盤担当局
農地計画課 計画グループ

担 当 長田、下平
内 線 ３７１７，３７１８
ダイヤルイン ０５２－９５４－６４３１

「あいちの農業用水展」を開催します －水が育てる愛と知の風土－

愛知県では、農家や先人の努力の積み重ねにより守り育まれてきた「農業用水」を中心

に、「水」の重要性について広く県民の皆様の関心と理解を深めることを目的として、毎

年、「水の週間」の関連行事として「あいちの農業用水展」を開催しています。

今回は、県内の主要な用水の概要や用水に関する身近な話題などのパネル展示と、西三

河地域の農業を支える矢作川用水に関する資料の特別展示を行います。

１ 開催日時

平成２４年７月１３日(金)から８月８日(水)まで

火曜日から金曜日：午前１０時から午後８時まで

土・日曜日・祝日：午前１０時から午後６時まで

※休館日 月曜日（ただし、7/16(月･祝)は開館 翌7/17(火)は休館）

２ 開催場所

愛知県図書館 ２階ロビー（名古屋市中区三の丸1-9-3）

３ 主催等

主催：愛知県

共催：水土里ネット愛知、水土里ネット矢作連合
み ど り み ど り

財団法人愛知・豊川用水振興協会

４ 実施概要

○農業用水に関するパネル展示

○矢作川用水に関する資料の特別展示

５ 観覧料

無料

資料⑥
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参考資料

あいちの農業用水展について

□あいちの農業用水展の開催主旨

木曽川、矢作川、豊川という３つの三大河川を抱える愛知県では、古くから大規模な

農業用水の開発が連綿と行われてきた。さらに戦後は、愛知用水に代表されるように、

工業用水、水道用水とも共同で利用される近代的な大規模総合用水が開発され、本県の

農業のみならず、製造品出荷額が全国第１位である工業の発展や、地域の人々の暮らし

にも大きく寄与してきた。

水は、農家や先人の努力の積み重ねによって守り育まれてきた地域固有の財産といえ

るものであり、それぞれの流域の生活・文化・経済・環境等と深い関わりを持っている。

こうした長い歴史によって培われてきた農業用水を中心に、水の重要性について広く

県民の皆様にお知らせするため、愛知県（農林水産部）では、「水の週間」の関連行事と

して、平成３年度から「あいちの農業用水展」を開催している。

□水の週間とは

水資源の有限性、水の貴重さ及び水資源開発の重要性について国民の関心を高め、理

解を深めるため、昭和５２年５月３１日閣議了解により「水の日」が設けられた。

「水の日」は毎年８月１日とし、この日を初日とする一週間を「水の週間」として、

この週間においてポスターの掲示、講演会の開催等の行事を全国的に実施するものとさ

れている。

（これまでの開催場所）

平成３年：愛知青少年公園（旧長久手町）

平成４年：海南こどもの国（旧十四山村）

平成５年：豊橋総合動植物公園（豊橋市）

平成６年：鞍ヶ池公園（豊田市）

平成７年：大高緑地（名古屋市）

平成８年：愛知こどもの国（旧幡豆町）

平成９年：東京都科学技術館（ウォーターフェア東京に参加）

平成10年：サンテパルク田原（旧田原町）

平成11年：名古屋市農業文化園（名古屋市）

平成12年：スカイワードあさひ（尾張旭市）

平成13年：１３８タワーパーク（一宮市）

平成14年：海南こどもの国（旧十四山村）

平成15年：げんきの郷（大府市）

平成16年：デンパーク（安城市）

平成17年：一色しおさい広場（旧一色町）

平成18年：鞍ヶ池公園（豊田市）

平成19年：桜淵公園（新城市）

平成20～23年：愛知県図書館（名古屋市）
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●お米や野菜に欠かせない「水」は、どこからやってくるの？ 

●昔の人は、川の氾濫や渇水にどうやって立ち向かったのかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農家や先人の努力の積み重ねにより守り育まれてきた「農業用水」を中心

に、「水」の重要性について広く県民の皆様の関心と理解を深めることを目

的として、「あいちの農業用水展」を次のとおり開催します。 

 
 

☆農業用水に関するパネル展示 

愛知県内の主な農業用水を紹介するとともに、最近の話題を提供します。 

☆矢作川用水に関する特別展示 

西三河地域の農業を支える矢作川用水について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催期間：平成２４年７月１３日（金）～８月８日（水） 

場 所：愛知県図書館 ２階ロビー 

ぼくたちに欠かせない｢水｣の流れ 

や歴史について紹介します。 

夏休みの自由研究にどうぞ！ 

あいちの農業用水展 
水が育てる愛と知の風土  

場所：愛知県図書館　２階ロビー（観覧無料）

　　　（名古屋市中区三の丸一丁目９番３号）

　◆交通案内◆

　　　地下鉄／鶴舞線または桜通線「丸の内」下車

　　　　　　　８番出口から北へ徒歩５分

　　　市バス／名古屋駅バス停９番のりばから

　　　　　　　幹名駅１・名駅１４「愛知県図書館」下車徒歩３分

開館時間：火曜日から金曜日　午前10時～午後８時

　　　　　土・日曜日、祝日　午前10時～午後６時

　　　　　※休館日　月曜日

　　　　　（ただし、７月16日（月・祝）は開館、

　　　　　　　　　翌７月17日（火）は休館）

主　催：愛知県

共　催：水土里ネット愛知、水土里ネット矢作連合、

　　　　財団法人愛知・豊川用水振興協会

問合先：愛知県 農林水産部 農地計画課 計画グループ

電　話：(052)954-6431
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